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新体操 Rhythmique Sportive Gymnastique の演技は種々の「動き」の自然，且つ， リズ
ミカルな連続を基調としている。これらの「動き」は柔軟性・平衡性・瞬発力や敏捷性等の体
力要素で表現される。










Sargent, D. A, (1921) が「垂直跳び」をパワー（瞬発力）のテストとして報告して以













表I 昭和 53年10月に対する 54年及び55年 9月の「垂直跳び」値伸びの
平均値 (c勿）及び平均伸び率(%)
〉
昭和 54年 9月 昭和 55年 9月
伸びの平均値 伸び率の平均値 伸びの乎均値 伸び率の乎均値
1 群 2.5 士 1.176 5.35 2.33士 1.764 4.96 
2 群 2.17士 1.579 4.42 2.5 士 0.847 5.32 
3 群 3.1 士 1.778 7.09 3.67士 1.005 8.07 
表N 伸びの有意性の検定 表V 群間の伸びの差の t値
＼ 昭和 54年 9月 昭和 55年9月 ＼ t 
1 群 t = 2.126 t = 1.321 3群と 1群 0.659 
2 群 t = 1.374 t = 2.952 3群と 2群 0.890 
3 群 t = 1.783 t = 3.652 
下降し 2月に最も低くなる。第 1年目も第 2年目もほぼ同様に変動している。各群について，
両年の 9月の群平均値と訓練開始前の値との差，即ち同月における伸び及び，伸び率は表Iの












例する。 2 年目の 9 月に 2 群• 3群において，有意な伸びが認められたのは，前述の如くこの
月における運動量の著しい増加と精神的高揚の特殊状況に加えて体重の減少によるのではない
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